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要　

旨

　

御
歌
所
寄
人
、
昭
和
度
大
嘗
祭
主
基
方
歌
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
阪
（
坂
）
正
臣
は
神
道
人
・
歌
人
・
書
家
と
い
う
三
ッ
の
顔

を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
正
臣
に
は
家
集
『
樅
屋
全
集
』（
全
五
巻
、以
下
本
稿
で
は
『
全
集
』
と
称
す
）
が
あ
り
、
ま
た
『
三
拙
集
』（
昭

和
二
年
、
古
稀
を
記
念
し
て
自
筆
を
木
版
と
し
た
も
の
。
後
に
石
版
及
び
活
版
の
も
の
も
つ
く
ら
れ
た
）
が
存
し
、
彼
の
歌
は
全
て

把
握
可
能
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、『
全
集
』
は
正
臣
の
歌
を
網
羅
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
書
家
と
し
て
の
活
動
は
『
明

治
天
皇
御
集
』
『
昭
憲
皇
太
后
御
集
』
の
版
下
浄
書
し
か
知
る
を
得
な
い
。
つ
ま
り
、
彼
の
事
跡
の
全
貌
は
『
全
集
』
と
『
三
拙
集
』

の
み
で
は
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　

そ
こ
で
拾
遺
補
正
を
為
す
べ
く
架
蔵
資
料
に
依
っ
て
作
業
し
た
三
回
目
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
も
全
て
を
扱
い
得
た
訳
で
は

女
子
大
國
お　

第
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な
い
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
17
点
で
あ
り
、
条
幅
・
短
冊
の
類
は
一
部
を
除
き
含
め
な
い
。
そ
れ
は
そ
れ
で
量
り
得
な
い
点
数
が

予
想
さ
れ
る
故
の
こ
と
で
あ
る
。

　
『
全
集
』
・
『
三
拙
集
』
等
に
未
入
集
の
歌
は
、
多
く
の
本
の
か
た
ち

4

4

4

の
も
の
に
発
表
さ
れ
て
あ
る
。
こ
の
点
を
よ
く
理
解
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
し
て
、
明
治
か
ら
戦
前
の
間
の
資
料
は
め
っ
き
り
目
に
す
る
機
会
も
少
く
な
っ
て
い
る
。
彼
此
を
考
え
資
料
の
表
紙
も

掲
げ
、
留
と
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

　

阪
正
臣　
　

歌
の
拾
遺　
　

書
道
本　
　

資
料
紹
介

　
　

は
じ
め
に

　

昭
和
度
大
嘗
祭
主
基
方
歌
作
者
と
し
て
知
ら
れ
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
の
歌
の
世
界
に
名
を
残
す
阪
正
臣
に
は
『
樅
屋
全
集
』
（
全

五
巻
）
が
あ
り
、
一
万
首
を
越
え
る
数
の
歌
が
収
録
さ
れ
て
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
見
る
と
正
臣
が
歌
を
通
し
て
交
わ
り
の
輪
を
広
げ

た
様
子
が
覗
わ
れ
る
。

　

例
え
ば
、
正
臣
は
西
本
願
寺
大
谷
光
尊
（
二
十
一
世
、
法
名
は
明
如
、
明
治
三
十
六
年
没
）
と
深
く
交
わ
り
、
三
夜
荘
で
の
歌
宴
や
家

集
『
六
華
集
』
の
浄
書
も
あ
っ
た
（
『
立
命
館
文
学
』
第
六
三
〇
号
所
載
拙
稿
）
。
さ
ら
に
『
全
集
』
で
は
次
の
如
き
を
拾
う
こ
と
が
出
来
る
。
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大
谷
光
尊
君
の
一
周
忌
に
雪
と
い
ふ
こ
と
を
、
籌
子
、
文
子
の
二
君
よ
ま
せ
ら
れ
し
か
ば
、

は
か
な
く
て
か
へ
り
し
年
の
は
つ
雪
は　

君
を
お
も
ひ
の
つ
も
る
な
り
け
り

同
じ
を
り
、
な
む
あ
み
た
ふ
の
六
字
を
か
し
ら
に
お
き
て
、
六
首
を
た
む
け
ま
ゐ
ら
す
、

な
む
と
よ
び
み
だ
と
と
な
ふ
る
声
の
中
に　

う
か
び
き
に
け
り
君
が
面
か
げ

む
つ
の
花
い
け
の
枯
葉
に
さ
く
み
て
も　

は
ち
す
の
う
へ
の
君
ぞ
こ
ひ
し
き

あ
ふ
ぐ
か
な
目
に
は
み
え
ね
ど
心
に
は　

獅
子
の
う
て
な
の
君
が
お
も
か
げ

み
る
ま
ゝ
に
い
ま
し
ゝ
其
世
偲
ば
れ
て　

な
み
だ
も
そ
は
る
君
が
み
づ
く
き

た
き
ゞ
つ
き
し
去
年
の
こ
の
頃
思
ひ
出　

つ
る
の
林
に
ね
を
の
み
ぞ
な
く

ふ
ね
あ
れ
ど
車
は
あ
れ
ど
君
が
す
む　

た
の
し
き
く
に
は
ゆ
き
て
と
は
れ
ず 

（
『
全
集
』
二
、六
二
七
～
六
二
八
頁
）

大
谷
光
尊
上
人
十
三
回
忌
に
、
春
雨

は
る
さ
め
の
そ
ら
あ
ふ
ぐ
に
も
法
の
水　

よ
を
う
る
ほ
し
ゝ
む
か
し
思
ほ
ゆ 

（
『
全
集
』
二
、九
八
七
頁
）

九
条
武
子
刀
自
追
悼
、
藤
花

う
へ
も
な
き
色
を
四
方
よ
り
あ
ふ
が
れ
て　

う
ら
み
の
こ
ら
ず
藤
は
ち
る
覧 

（
『
全
集
』
四
、一
六
二
一
頁
）

　

こ
こ
に
は
単
に
見
知
っ
て
い
る
と
言
う
だ
け
に
止
ま
ら
な
い
深
さ
が
あ
る
。
『
（
京
都
）
邦
光
社
歌
会　

第
二
集
』
（
明
治
二
十
二
年
九
月

刊
）
に
光
尊
は

　
　
　
　
兼
題
春
曙

花
を
め
で
鳥
を
う
ら
や
む
世
の
人
の　

こ
ゝ
ろ
に
か
な
ふ
春
の
明
ぼ
の

と
出
詠
し
、
妻
大
谷
枝
子
も



〔
資
料
紹
介
〕
阪
正
臣
研
究

27

月
雪
の
い
づ
れ
は
あ
れ
ど
山
ざ
く
ら　

ほ
の
〴
〵
に
ほ
ふ
春
の
あ
け
ぼ
の

と
出
詠
。
阪
正
臣
は

う
ち
ひ
さ
す
都
の
空
の
い
つ
は
あ
れ
ど　

山
の
は
か
す
む
春
の
曙

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
谷
光
尊
夫
妻
と
阪
正
臣
は
同
じ
場
で
歌
を
詠
ん
で
も
い
る
が
、
上
に
掲
げ
た
追
悼
歌
は
単
な
る
知
己
を
越
え
て
心

を
通
わ
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
正
臣
に
と
っ
て
、
歌
は
人
と
交
わ
る
原
点
と
も
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
彼
に
は
自
撰
の
『
三
拙
集
』
（
昭
和
二
年
刊
。
歌
と
書
と
画
を
融
合
さ
せ
た
も
の
）
な
る
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
も
知
ら
れ
て

い
る
。
実
際
に
は
『
樅
屋
全
集
』
も
正
臣
自
身
の
手
に
な
る
も
の
を
基
本
と
し
て
お
り
、
自
撰
の
風
が
強
い
も
の
で
あ
る
。

　

正
臣
が
草
稿
『
耕
餘
漫
筆
』
（
一
～
四
）
、『
井
蛙
漫
吟
』
（
一
～
五
）
、『
茅
田
の
莠
』
、『
手
習
い
の
種
』
（
一
～
三
）
、『
時
時
集
』
（
上
・
下
）
、

『
樅
園
詠
草
』
、『
蛙
侶
吟
稿
』
、『
正
臣
歌
集
』
、『
樅
屋
詠
艸
』
、『
ち
た
の
は
ぐ
さ
』
（
一
～
二
）
、『
正
臣
歌
集
』
（
一
～
三
）
、『
樅
の
小
枝
』
（
一

～
二
）
と
整
理
自
撰
し
た
時
、
既
に
捨
て
ら
れ
た
歌
が
沢
山
存
し
、
こ
の
草
稿
に
依
っ
て
『
全
集
』
は
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
捨
て

ら
れ
た
歌
は
個
人
家
集
を
は
じ
め
と
す
る
既
出
版
物
に
多
く
認
め
ら
れ
、
こ
れ
を
拾
わ
な
い
限
り
阪
正
臣
歌
の
全
体
は
把
握
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
阪
正
臣
は
書
家
と
し
て
の
顔
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
面
目
を
発
揮
し
た
の
が
『
明
治
天
皇
御
集
』
（
全
三
巻
、
大
正
十
一
年
刊
）

の
版
下
浄
書
で
あ
る
。
そ
の
筆
跡
は
「
女
学
校
流
」
と
称
さ
れ
、
特
に
仮
名
文
や
歌
の
世
界
で
高
く
評
価
さ
れ
た
。
為
に
、
彼
が
歌
を
書

い
た
条
幅
や
短
尺
は
人
々
に
需
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
久
邇
宮
良
子
女
王
殿
下
（
後
の
昭
和
天
皇
后
）
の
書
を
拝
見
し
て
い
た
の
は
小
野

鵞
堂
で
あ
っ
た
が
、
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
か
ら
は
正
臣
で
あ
る
。
加
え
て
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
か
ら
は
皇
太
子
妃
良
子
殿
下

の
御
歌
拝
見
の
命
も
あ
っ
た
。

　

更
に
、
彼
は
佐
野
晋
遂
・
平
田
鐵
胤
・
権
田
直
助
門
の
国
学
を
修
め
、
神
道
人
で
あ
っ
た
。
故
に
『
祝
詞
宇
比
麻
那
毘
（『
祝
詞
う
ひ
ま

な
び
』）』（
明
治
十
六
年
刊
）
が
処
女
出
版
物
と
な
る
し
、
当
初
神
社
界
へ
身
を
置
い
た
こ
と
で
あ
る
。
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か
く
の
如
き
巨
大
な
存
在
で
あ
る
阪
正
臣
に
迫
る
為
に
、
今
為
す
べ
き
こ
と
は
彼
の
作
品
を
一
つ
で
も
多
く
知
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ

で
こ
れ
ま
で
に
作
業
と
し
て
存
在
確
認
を
し
た
偶
会
の
資
料
を
紹
介
し
た
（
『
立
命
館
文
学
』
六
三
〇
号
、
『
皇
學
館
大
学
佐
川
記
念
神
道

博
物
館
館
報
』
二
四
号
）
。
本
稿
は
こ
の
前
二
稿
の
続
き
で
あ
る
。

　
　

資
料
紹
介

　

本
稿
で
扱
う
資
料
に
つ
い
て
は
、
概
ね
次
の
要
領
に
よ
り
紹
介
す
る
。

ア　

紹
介
資
料
の
書
名
は
、
格
別
な
事
情
が
無
い
限
り
表
題
に
依
っ
た
。

イ　

各
歌
の
引
用
は
、
本
の
マ
ヽ
で
あ
る
が
、
上
句
と
下
句
の
間
を
一
字
ア
キ
と
し
た
。
こ
れ
は
読
み
易
さ
の
為
で
あ
り
他
意
は
無
い
。

ウ　

資
料
の
書
誌
は
私
が
必
要
と
考
え
る
最
少
限
に
止
め
た
。

エ　

念
の
為
に
書
影
を
掲
げ
る
が
、
こ
れ
は
「
見
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」
等
の
嫌
疑
を
避
け
る
為
で
あ
り
、
敢
え
て
縮
小
コ
ピ
ー

版
を
用
い
て
い
る
。

オ　

整
理
の
都
合
上
、
資
料
に
は
通
し
番
号
を
付
し
た
。

　
　

⑴
『
子
日
の
か
す
み
』
（
一
冊
）

　

尾
州
知
多
郡
小コ

鈴ス
ガ

谷ヤ

村
（
現
、
愛
知
県
常
滑
市
小
鈴
谷
）
の
醸
造
家
盛
田
久
左
衛
門
命
昭
が
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
が
庚
子

に
当
り
自
家
酒
銘
「
子
の
日
松
」
と
重
な
る
故
を
以
っ
て
、
「
子
の
日
松
」
の
宣
伝
の
為
に
著
名
歌
人
に
乞
い
亦
広
く
懸
賞
募
集
し
た
歌
を

一
冊
と
し
た
歌
集
。

　

兼
題
「
子
の
日
の
松
」
。
伏
見
宮
文
秀
女
王
・
近
衛
篤
麿
・
松
浦
詮
・
高
崎
正
風
・
津
守
国
美
等
の
歌
と
共
に
懸
賞
撰
歌
を
備
う
。
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縦
217
粍
×
横

149
粍
、
墨
付
総
頁

268
。
活
版
洋
装
、
袋
付
。
発
行
者
盛
田
久
左
衛
門
、
編
輯
者
長
谷
川
百
太
郎
、
印
刷
所
扶
桑
新
聞
社
、

発
行
所
盛
田
本
店
（
知
多
郡
小
鈴
谷
村
）
、
発
行
日
明
治
三
十
三
年
十
二
月
廿
二
日
、
非
売
品
。

　

阪
正
臣
の
歌
は
、
「
撰
外
」
部
に
他
の
御
歌
所
関
係
者
の
歌
と
共
に
次
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
歌
所
寄
人
正
七
位　

坂
（
マ
ヽ
）

　

正
臣

　
　

は
る
の
野
の
か
す
み
に
ゑ
ひ
て
ひ
き
た
め
し　

ま
つ
を
ま
く
ら
に
ね
の
日
を
そ
す
る 

（
コ
ノ
歌
『
全
集
』
ニ
ナ
シ
）

　

懸
賞
撰
歌
の
部
に
あ
る
の
は
八
木
捨
七
郎
（
多
屋
）
を
は
じ
め
と
す
る
地
元
有
力
者
と
伊
勢
国
白
子
等
の
取
引
き
先
が
多
い
。

　
　

⑵
『
千
代
の
な
か
れ
』
（
一
冊
）

　

明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
、
清
水
治
兵
衛
直
興
が
六
十
一
歳
と
な
り
還
暦
の
賀
筵
を
ひ
ら
く
か
わ
り
に
、
四
十
歳
と
な
っ
た
息
男
清

水
市
太
郎
重
国
が
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
絵
画
・
歌
・
詩
・
俳
句
等
の
賀
詞
を
一
冊
に
綴
め
た
も
の
。

　

編
輯
兼
発
行
者
清
水
市
太
郎
、
印
刷
所
玉
花
堂
（
名
古
屋
市
南
区
熱
田
市
場
町
）
、
発
行
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
三
月
、
非
売
品
。

縦
224
粍
×
横

154
粍
、
総
頁
52
、
活
版
和
装
。 〈図版Ａ〉

歌集『子日のかすみ』

表表紙

〈図版Ｂ〉

歌集末に載る「子の日松」

の広告
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兼
題
「
河
水
久
流
」
に
て
鍋
島
直
大
・
松
平
乗
承
・
植
松
有
経
・
小
杉
榲
邨
等
と
共

に
阪
正
臣
の
歌
が
あ
る
。

　
　
　
　
（
河
水
久
流
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
五
位　

坂
（
マ
ヽ
）

　

正
臣

　
　

松
の
か
け
う
つ
る
小
川
の
水
の
色
も　

幾
代
の
春
に
わ
か
ゝ
へ
る
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　

君
が
代
に
あ
ふ
み
の
海
し
深
け
れ
は　

や
そ
う
ち
河
の
末
も
ほ
そ
ら
す

　
　

⑶
『
常
磐
能
佳
氣
（
常
磐
の
か
げ
）
』
（
一
冊
）　

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
古
稀
の
祝
寿
を
迎
え
た
毛
利
安
子
（
公
爵
毛
利
元
昭

母
堂
）
を
祝
う
歌
集
。

　

縦
257
粍
×
横

183
粍
、
全
墨
付
丁
数

164
。
版
心
無
。
活
版
和
装
。
非
売
品
。
松
の
空
押

文
様
の
表
紙
中
央
に
題
箋
を
貼
。
編
輯
者
は
井イ

関ゼ
キ

美ヨ
シ

清ズ
ミ（

近
藤
芳
樹
門
、毛
利
家
々
令
）
、

発
行
者
は

塙
ハ
ナ
ワ

忠タ
ダ

雄ヲ

（
忠
韶
男
、温
故
学
会
創
設
者
）
。
発
行
は
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）

十
一
月
二
十
五
日
。

　

口
絵
写
真
に
閑
院
宮
妃
智
恵
子
殿
下
、
東
伏
見
宮
妃
周
子
殿
下
、
伏
見
若
宮
妃
経
子

殿
下
、
梨
本
宮
妃
伊
都
子
殿
下
、
朝
香
宮
妃
允
子
親
王
殿
下
、
北
白
川
宮
妃
房
子
内
親
王
殿
下
、
竹
田
宮
妃
晶
子
内
親
王
殿
下
、
伏
見
宮

文
秀
女
王
殿
下
の
詠
歌
そ
し
て
安
子
の
歌
と
肖
像
を
掲
ぐ
。

　

兼
題
「
松
年
久
」
の
も
と
阪
正
臣
の

〈図版Ｃ〉

『千代のながれ』表紙
〈図版Ｄ〉

『常磐のかげ』表紙
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従
五
位　

阪
（
マ
ヽ
）

　

正
臣

　
　

ち
よ
ま
て
も
君
か
よ
る
へ
き
か
け
に
と
て　

松
は
野
山
に
生
ひ
栄
ゆ
ら
む

が
存
す
。
こ
の
歌
は
『
全
集
』
未
収
。
な
お
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
爵
夫
人　

九
條
武
子

　
　

と
し
〳
〵
に
若
か
へ
り
つ
ゝ
栄
え
行　

そ
の
ふ
の
松
や
よ
ろ
つ
代
の
友

が
入
集
す
る
こ
と
も
ふ
れ
て
お
く
。

　
　

⑷
『
杉
廼
屋
集
』
（
上
・
下
）

　

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
、
八
十
歳
に
し
て
歿
し
た
三
輪
直
樹
十
三
回
忌
に
合
わ
せ

て
出
版
さ
れ
た
私
家
集
。
杉
の
舎
三
輪
直
樹
は
名
古
屋
の
人
。
歌
は
石
山
豊
岡
・
植
松

茂
岳
・
植
松
有
園
（
茂
岳
二
男
）
の
門
人
に
て
、
明
治
四
十
五
年
の
歌
御
会
始
の
撰
に

預
る
。

　

縦
260
粍
×
横

188
粍
、石
版
和
装
。
編
集
兼
発
行
者
三
輪
権
蔵
、印
刷
者
佐
橋
繁
造
（
名

古
屋
市
南
区
）
。
入
江
為
守
の
題
字
有
り
。

　

阪
正
臣
は
撰
歌
を
為
し
（
編
集
者
跋
文
に
依
る
）
、
自
筆
の
「
杉
廼
舎
集
は
し
が
き
」

を
添
う
。

〈図版Ｅ〉

『杉廼屋集（上）』表紙
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⑸
『
鳰
の
う
み
』

　

滋
賀
県
栗
太
郡
常
盤
村
（
現
、
草
津
市
）
の
克
継
吉
田
虎
之
助
が
還
暦
を
迎
え
た
記
念
と
し
て
、
私
蔵
の
近
江
国
人
が
近
江
国
を
詠
ん

だ
歌
の
短
尺
を
、
一
人
一
首
と
限
定
し
て
翻
刻
し
、
詠
者
略
伝
を
記
し
た
資
料
集
。

　

縦
233
粍
×
横

161
粍
、
活
版
和
装
本
。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
十
二
月
発
行
。
編
輯
兼
発
行
者
吉
田
虎
之
助
、
印
刷
所
太
陽
印
刷
合
名

社
（
在
大
垣
市
）
、
全
九
十
四
丁
。
入
江
為
守
題
字
・
川
合
玉
堂
題
画
・
山
元
春
挙
賀
画
・
岡
部
譲
（
元
多
賀
神
社
宮
司
）
序
文
、
等
を
備
う
。

　

阪
正
臣
は
本
書
に

　
　
　
　

吉
田
ぬ
し
還
暦
賀　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
臣

　
　

あ
ふ
ミ
の
う
み
岸
う
つ
波
も
君
に
あ
え
て　

わ
か
き
か
た
へ
と
立
ち
か
へ
り
つ
ゝ

な
る
色
紙
を
寄
す
。

　
　

⑹
『
小
学
明
治
唱
歌
』
（
一
冊
）

　

縦
149
粍
×
横

106
粍
、総
一
三
四
頁
の
小
冊
で
あ
る
本
書
は
、明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
十
二
月
に
初
版
、明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）

〈図版Ｆ─ 1〉

『鳰のうみ』表紙

〈図版Ｆ─ 2〉

口絵
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五
月
に
三
版
が
出
さ
れ
た
。
明
治
二
十
六
年
八
月
、
文
部
省
が
祝
日
・
大
祭
日
儀
式

の
折
に
用
う
る
歌
詞
と
楽
譜
を
定
め
た
の
に
対
応
す
る
。

　

菟
道
春
千
代
編
、
今
古
堂
活
版
所
印
刷
。

　

こ
の
本
に
は
「
阪
正
臣
作
歌
」
と
明
記
さ
れ
た
る
も
の
が
二
編
存
す
る
。
両
歌
共

に
『
全
集
（
五
）
』
に
見
え
る
が
異
同
が
あ
る
。
傍
線
を
引
き
『
全
集
』
の
本
文
を

示
し
て
お
く
。

　
　
　

ア
国　

旗　
　
　
　
　

阪　

正
臣
作
歌

　

㈠
天
津
日
影
の
く
れ
な
ゐ
を
、
そ
め
い
だ
し
た
る
此は

た

旗か
げ

ハに

、
吾
大
君
の
く
も
り
な
き
、
御
代
の

光
す
が
た

をも

うみ

つゆ

する

な
り
。

　

㈡
よ
そ
の
国
ま
で
か
ゞ
や
け
る
、
此
日
の
丸
の
旗
見
て
も
、
吾い

や

ま

す

ま

す

に

日
の
本
の
国
民
ハの

、
大
和
魂心

を

み

が

ゝ

な

む

み
が
く
べ
し

　

㈢
旗
の
ひ
か
り
は
く
に
人
の
、
心
の
色
の
か
げ
な
れ
ば
、
ひ
か
り
を
ま
す
も
失
ふ
も
、
人
の
心
に
よ
り
ぬ
べ
し

（
第
三
連
は
『
明
治
唱
歌
』
に
は
ナ
シ
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

イ
教
育
勅
語
拝
読
の
歌　

阪
正
臣
作
歌

　

㈠
千
代
田
の
宮
に
千
代
か
け
て
、
世
を
し
ろ
し
め
す
大
君
の
、
く
だ
し
た
ま
へ
る
御み

言こ
と

葉の
り

に
、
よ
ろ
づ
の
民
の
万
世
もに

、
よ
る
べ
き
道

ハ
そこ

ゝ

に

あ

り

な
ハ
れ
り
、
行
く
べ
き
道
ハ
そこ

ゝ

に

あ

り

な
は
れ
り

　

㈡
ひ
と
り
の
君
を
い
た
ゞ
き
て
、
二
人
の
親
を
か
し
づ
き
て
、
妹
背
同
胞
友
垣
も
、
む睦

び

あ

ひ

て

つ
み
あ
ひ
つ
ゝ
御
を
し
へ
に
、
そ
む
か
ぬ
ま
こ

と
あ
ら
は
さ
ん
、
違
は
ぬ
ま
こ
と
あ
ら
は
さ
ん

　

㈢
瑞
穂
の
国
に
生
れ
き
て
、
大
御
宝
の
名
を
得
つ
つ
、
御
代
を
守
ら
ん
吾
と
も
の
、
道
の
し
る
べ
の
み
こ
と
の
り
、
仰
ぎ
て
よ
ま
ん

春朝

夕

に

の
日
も
、
俯
し
て
お
も
は
ん
秋よ

る

ひ

る

に

の
夜
も

〈図版Ｇ〉

『小学明治唱歌』表紙
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⑺
『
歌
』
誌
第
六
巻
第
十
一
号
（
一
冊
）

　

縦
220
粍
×
横

148
粍
、
全

140
頁
。
活
版
洋
装
。
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
十
一
月

に
「
大
日
本
歌
道
奨
励
会
」
よ
り
出
版
さ
れ
た
月
刊
機
関
誌
の
一
冊
。
こ
の
折
の
同
会

総
裁
は
有
栖
川
宮
威
仁
親
王
殿
下
。

　

当
号
に
は
、

　
　

明
治
四
十
一
年
十
一
月
五
日
宮
中
月
次
御
歌
会
の
詠
進
歌
〈
兼
題
﹀

　
　
　
　

た
に
の
菊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
（
マ
ヽ
）

　

正
臣

　
　

た
き
ち
ゆ
く
瀬
の
と
も
か
を
る
心
地
し
て　

き
く
盛
な
り
た
に
そ
ひ
の
み
ち

　
　

明
治
四
十
一
年
十
一
月
三
日
天
長
節
詠
進

　
　
　
　

初
紅
葉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
（
マ
ヽ
）

　

正
臣

　
　

君
か
よ
を
う
た
ふ
こ
ゑ
し
て
初
紅
葉　

の
き
は
お
ほ
へ
り
さ
と
の
ま
な
ひ
や

　
　

明
治
四
十
一
年
十
一
月
八
日
有
栖
川
姫
宮
（
実
枝
子
女
王
）
御
慶
事
奉
祝
歌

　
　
　
　

寄
川
祝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阪　

正
臣

　
　

す
ゑ
ひ
き
て
国
の
と
み
草
お
ほ
す
へ
き　

川
瀬
の
お
と
は
よ
ろ
つ
よ
の
こ
ゑ

　
　
　
　
（
明
治
四
十
一
年
）
十
一
月
五
日
宮
中
月
次
御
歌
会
詠
進
歌
〈
御
通
題
〉

〈図版Ｈ〉

『歌』誌　表紙
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田
家
晩
秋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
（
マ
ヽ
）

　

正
臣

　
　

秋
深
み
時
雨
ぬ
ま
と
や
や
ほ
し
ね
を　

か
り
い
そ
く
覧
小
山
田
の
里

　
　
　
　

筧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
（
マ
ヽ
）

　

正
臣

　
　

う
つ
は
よ
ふ
わ
つ
ら
ひ
も
な
し
山
里
は　

筧
な
か
ら
に
顔
も
洗
ひ
て

が
あ
る
。

　

ま
た
、
宮
内
省
御
歌
所
御
校
正
の
『
日
月
帖
』
の
広
告
が
載
る
。
『
日
月
帖
』
は
明
治
両
陛
下
の
御
製
集
で
あ
り
、
御
歌
所
寄
人
阪
正
臣

が
版
下
浄
書
を
な
し
、
金
属
版
と
し
た
も
の
。
後
に
両
陛
下
御
集
の
元
と
な
る
。

　

右
五
首
中
三
首
は
、

　
　
「
瀧
路
ゆ
く
」
歌  

│
『
全
集　

二
』
七
七
五
頁
。

　
　
「
秋
深
み
」
歌  

│
『
全
集　

二
』
七
七
四
頁
。

　
　
「
器

う
つ
は

よ
ぶ
」
歌  

│
『
全
集　

二
』
七
七
五
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
だ
し
第
四
句
を
『
全
集
』
で
は
「
筧
の
水
に
」
に
作
る
。

と
異
同
あ
り
。
ま
た
「
君
が
よ
を
」
歌
と
「
末す

ゑ

ひ
き
て
」
歌
は
『
全
集
』
に
な
し
。
五
首
共
に
『
三
拙
』
に
な
し
。

　
　

⑻
『
清
交
歌
集
』
（
一
冊
）

　

清
閑
寺
経
房
が
会
長
の
「
歌
壇
清
交
会
」
が
、
会
の
創
立
五
周
年
紀
念
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
一
月
迄
に

集
め
ら
れ
た
歌
五
百
余
首
を
備
う
。

　

編
輯
兼
発
行
者
は
山
口
喜
六
、
発
行
所
は
歌
壇
清
交
会
、
印
刷
所
は
永
田
享
壽
堂
印
刷
所
。
活
版
和
装
、

147
頁
、
帙
入
。
定
価
壱
円
弐
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拾
銭
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
年
九
月
発
行
。
縦

233
粍
×
横

160
粍
。
一
面
五
首
。

　

内
容
は
新
年
・
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
雑
の
六
つ
の
部
立
。
巻
首
に
皇
太
后
大
夫
兼
御

歌
所
々
長
入
江
為
守
の
題
字
を
置
き
、
清
閑
寺
経
房
の
「
は
し
が
き
」
。
巻
尾
に
栗
山

直
扶
の
識
語
。
撰
に
当
っ
た
の
は
会
員
の
中
島
清
作
と
栗
山
直
扶
で
あ
る
が
、
最
終
的

に
は
栗
山
の
手
に
な
る
か
。

　

当
該
歌
集
に
は
次
の
如
き
二
十
二
首
の
阪
正
臣
詠
歌
が
認
め
ら
れ
る
。
阪
は
昭
和
六

年
（
一
九
三
一
）
八
月
二
十
六
日
に
歿
し
て
お
り
、
「
御
遺
族
よ
り
も
金
玉
の
御
遺
詠

を
お
く
り
た
ま
は
り
」
（
清
閑
寺
経
房
「
は
し
が
き
」
）
た
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

新
年
部

　
　
　
　
　

若
水　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

阪　

正
臣

　
　

ア 

い
つ
る
口
ね
ち
て
を
か
め
に
う
く
る
か
な　

た
よ
り
よ
き
世
の
と
し
の
若
水

　
　
　
　
　

山
家
新
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
阪　

正
臣

　
　

イ 

お
の
つ
か
ら
松
竹
生
ふ
る
い
ほ
の
か
と　

梅
さ
へ
咲
き
て
と
し
た
ち
に
け
り

　
　
　
　

 

（
右
一
首
『
三
拙
』
第
二
丁
に
有
）

　
　

春
部

　
　
　
　
　

行
路
春
草　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

阪　

正
臣

　
　

ウ 

な
つ
か
し
と
思
ふ
あ
ま
り
に
踏
み
て
ゆ
く　

わ
れ
な
う
ら
み
そ
野
路
の
春
草

　
　
　
　
　

春
人
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

阪　

正
臣

〈図版Ｉ〉

『清交歌集』表表紙
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エ 

春
ふ
か
き
花
の
み
や
こ
は
う
た
ひ
め
も　

を
と
り
子
も
皆
い
そ
か
し
け
な
る

　
　
　
　

 
（
右
一
首
『
全
集
』
四
、一
五
五
三
頁
、
昭
和
二
年
三
月
に
有
）

　
　
　
　
　

雛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

阪　

正
臣

　
　

オ 

を
さ
な
子
も
と
の
つ
く
り
し
て
君
を
い
つ
く　

手
ふ
り
め
て
た
き
雛
遊
か
な

　
　
　
　

 

（
右
一
首
『
三
拙
』
第
十
七
丁
に
有
）

　
　

夏
部

　
　
　
　
　

夏
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

阪　

正
臣

　
　

カ 

呉
竹
の
葉
こ
し
の
月
の
か
け
見
れ
は　

夏
は
ひ
る
ま
の
も
の
に
そ
あ
り
け
る

　
　
　
　

 

（
右
一
首
『
三
拙
』
第
二
十
六
丁
に
有
）

　
　
　
　
　

夏
草　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

阪　

正
臣

　
　

キ 

風
の
ゆ
く
み
ち
の
み
見
え
て
夏
草
の　

わ
け
入
か
た
く
な
れ
る
野
辺
か
な

　
　
　
　

 

（
右
一
首
『
三
拙
』
第
二
十
七
丁
に
有
）

　
　
　
　
　

暁
蓮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
阪　

正
臣

　
　

ク 

咲
く
時
に
お
と
た
つ
と
き
く
蓮
の
花　

こ
の
あ
か
つ
き
に
い
さ
こ
ゝ
ろ
み
む

　
　
　
　
　

水
声
凉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

阪　

正
臣

　
　

ケ 

そ
の
ひ
ゝ
き
す
ゝ
し
す
ゝ
し
と
聞
ゆ
な
り　

岩
よ
り
お
ち
て
岩
を
う
つ
み
つ

　
　

秋
部

　
　
　
　
　

虫　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

阪　

正
臣
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コ 

鳴
き
か
は
す
虫
の
音
す
ゝ
し
あ
き
の
風　

わ
た
る
野
川
の
み
つ
を
へ
た
て
ゝ

　
　
　
　

 
（
右
一
首
『
三
拙
』
第
三
十
四
丁
に
有
）

　
　
　
　
　

菊
帯
露　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

阪　

正
臣

　
　

サ 

さ
し
の
ほ
る
あ
さ
ひ
の
か
け
に
霜
と
け
て　

露
け
く
に
ほ
ふ
庭
の
し
ら
き
く

　
　
　
　

 

（
右
一
首
『
全
集
』
四
、一
五
三
一
頁
、
大
正
十
五
年
十
一
月
に
有
）

　
　
　
　
　

秋
興　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

阪　

正
臣

　
　

シ 

も
み
ち
か
り
ひ
さ
こ
の
酒
を
あ
ま
し
き
て　

野
守
か
い
ほ
の
月
に
ゑ
ふ
か
な

　
　
　
　

 

（
右
一
首
『
三
拙
』
第
三
十
四
丁
に
有
）

　
　

冬
部

　
　
　
　
　

時
雨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

阪　

正
臣

　
　

ス 

み
つ
ゝ
ゆ
く
月
に
さ
は
ら
ぬ
ひ
と
む
ら
の　

雲
よ
り
そ
ゝ
く
さ
よ
時
雨
か
な

　
　
　
　

 

（
右
一
首
『
三
拙
』
第
四
十
一
丁
に
有
）

　
　
　
　
　

雪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
阪　

正
臣

　
　

セ 

雪
や
み
て
お
ほ
そ
ら
は
れ
て
世
の
中
は　

た
ゝ
ふ
た
色
と
な
れ
る
け
さ
か
な

　
　
　
　

 

（
右
一
首
『
三
拙
』
第
四
十
五
丁
に
有
）

　
　
　
　
　

社
頭
雪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

阪　

正
臣

　
　

ソ 

ふ
も
と
な
る
浅
間
の
宮
も
冨
士
の
ね
と　

お
な
し
さ
ま
な
り
雪
の
つ
も
り
て

　
　
　
　

 

（
右
一
首
『
全
集
』
四
、一
七
三
〇
頁
、
昭
和
五
年
十
二
月
に
有
）
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寒
夜
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

阪　

正
臣

　
　

タ 
か
れ
は
ら
す
池
を
お
ほ
へ
は
月
の
か
け　

う
つ
り
か
ね
て
そ
空
に
こ
ほ
れ
る

　
　

雑
部

　
　
　
　
　

冨
士
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

阪　

正
臣

　
　

チ 

宮
ま
う
て
は
て
ゝ
代
々
木
の
広
野
よ
り　

ま
た
さ
し
あ
ふ
く
冨
士
の
神
や
ま

　
　
　
　

 

（
右
一
首
『
全
集
』
四
、一
七
二
六
頁
、
昭
和
五
年
十
月
に
有
）

　
　
　
　
　

軍
馬　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

阪　

正
臣

　
　

ツ 

老
馬
の
い
な
ゝ
き
た
か
し
み
い
く
さ
に　

つ
か
へ
し
と
き
や
思
ひ
い
つ
ら
む

　
　
　
　

 

（
右
一
首
『
全
集
』
四
、一
七
二
九
頁
、
昭
和
五
年
十
一
月
に
有
）

　
　
　
　
　

水
雷
艇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

阪　

正
臣

　
　

テ 

く
も
ゝ
な
き
海
原
に
し
て
た
ち
ま
ち
に　

船
う
ち
く
た
く
い
か
つ
ち
や
こ
れ

　
　
　
　

 

（
右
一
首
『
三
拙
』
第
六
十
四
丁
に
有
。
た
だ
し
「
水
雷
」
題
）

　
　
　
　
　

明
治
天
皇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
阪　

正
臣

　
　

ト 

た
ゝ
へ
む
に
こ
と
は
の
は
な
そ
な
き
明
け
く　

治
め
ま
し
つ
る
き
み
の
み
い
つ
は

　
　
　
　

 

（
右
一
首
『
全
集
』
四
、一
六
四
八
頁
、
昭
和
三
年
十
月
に
有
）

　
　
　
　
　

北
畠
親
房　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

阪　

正
臣

　
　

ナ 

弓
矢
も
て
筆
も
て
君
そ
は
ら
ひ
け
る　

あ
ま
つ
ひ
つ
き
に
か
ゝ
る
む
ら
く
も

　
　
　
　

 

（
右
一
首
『
全
集
』
二
、七
八
七
頁
及
び
『
三
拙
』
第
六
十
丁
に
有
）
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思
想
善
導　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

阪　

正
臣

　
　

ニ 
よ
き
こ
と
ゝ
共
に
入
り
く
る
外
国
の　

あ
し
き
な
ら
は
し
い
か
に
ふ
せ
か
む

　

正
臣
の
詠
者
名
表
記
は
、
当
該
書
で
は
「
阪4

正
臣
」
で
統
一
さ
れ
て
い
る
点
を
特
記
し
て
お
く
。

　
　

⑼
線
香
添
付
チ
ラ
シ
（
一
葉
）

　

右
、

　
　
　
　

薫

　
　

水
な
ら
ぬ
そ
ら
た
き
物
の
か
を
り
に
も　

こ
ゝ
ろ
の
ち
り
は
洗
は
れ
に
け
り　
　

正
臣

　
　
　
　
（
右
一
首
『
全
集
』
に
な
し
）

な
る
歌
は
、
愛
知
県
の
香
商
北
勝
堂
が
線
香
に
添
付
し
た
チ
ラ
シ
。
正
臣
染
筆
の
短
尺
を
そ
の
ま
ま
縮
刷
印
刷
し
た
も
の
。
昭
和
二
十
一

〈図版Ｊ〉

愛知県在北勝堂の線香に添えら

れたるもの。

（原寸大）
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年
よ
り
以
前
の
も
の
な
れ
ど
不
明
。

　
　

⑽
『
松
の
し
つ
く
』
（
一
冊
）

　
「
紀
行
と
実
詠
和
歌
集
」
（
内
題
）
と
銘
打
っ
た
本
書
は
、
公
州
西
野
亀
太
郎
編
著
。

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
。
京
都
市
伏
見
区
の
武
揚
社
発
行
、
非
売
品
。
縦

220
粍
×

横
150
粍
、
活
版
和
装
、
全

147
頁
。

　

御
歌
所
参
候
栗
山
直
扶
（
西
野
公
州
の
師
）
の
序
を
備
う
。

　

本
書
「
実
詠
和
歌
集
」
部
に

　
　
　
　

夏
の
頃
那
須
に
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京　

阪　

正
臣

　
　

家
の
か
す
い
く
は
く
も
無
き
那
須
岳
の　

ふ
も
と
の
さ
と
に
燕
む
れ
と
ふ

を
採
る
。
こ
の
歌
、
『
全
集
』
『
三
拙
』
に
は
な
い
。

　
　

⑾
『
女
鑑
』
誌
第
二
〇
五
号
（
明
治
三
十
三
年
五
月
二
十
日
発
行
）

　

本
誌
は
東
京
国
光
社
か
ら
、
川
崎
直
樹
を
編
輯
兼
発
行
人
と
し
て
出
さ
れ
た
雑
誌
。
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
初
号
発
刊
。
本
冊

は
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
五
月
十
日
に
皇
太
子
嘉
仁
親
王
殿
下
と
九
条
道
孝
娘
節
子
姫
（
後
の
貞
明
皇
后
）
と
の
御
婚
儀
大
典
を

特
集
す
る
。
縦

220
粍
×
横

148
粍
、
一
〇
〇
頁
仕
立
。
こ
こ
に
次
が
載
る
（
七
十
八
頁
）
。

　
　

奉
祝
の
唱
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

華
族
女
学
校
教
授　
　

阪　

正
臣　

作
歌

〈図版Ｋ〉

『松のしつく』表紙
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学
習
院
助
教
授　
　
　

納
所
弁
次
郎　

作
曲

　
　
　
　
　
　
　
　

学
習
院
華
族
女
学
院　

学
生
生
徒　

唱
歌

　
　
　
　

朝あ
さ

日ひ

影か
げ

　
　

待
ち
に
ま
た
れ
し
、
み
い
は
ひ
の
、
よ
き
日
と
今
日
は
な
り
に
け
り
、
臣み

民た
み

わ
れ

　
　

ら
が
う
れ
し
さ
は
、
み
ち
あ
ふ
れ
た
り
、
あ
め
つ
ち
に
。

　
　

は
る
の
み
や
ま
の
、
あ
さ
日
か
げ
、
ふ
ぢ
の
う
ら
ば
に
、
さ
し
そ
ひ
ぬ
、
園
に
し

　
　

げ
ら
む
、
わ
か
た
け
の
、
千ち

代よ

の
さ
か
え
も
、
今
ぞ
見
む
。

　

こ
の
唱
歌
、
『
全
集
』
に
未
載
。

　
　

⑿
『
祝
詞
宇
比
麻
那
毘
（
上
）
』

　

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
七
月
、
著
述
人
を
坂
正
臣
、
出
板

（
マ
ヽ
）

人
を
平
田
胤
雄
（
平
田
篤
胤
曾
孫
）
と
し
て
『
祝
詞
宇
比
麻
那
毘
（
祝

詞
初
学
）
』
の
上
巻
が
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
本
に
つ
い
て
は
『
国
学
者
伝
記
集
成
』
は

記
録
せ
ず
。
架
蔵
は
上
巻
の
み
で
あ
る
。

　

縦
225
粍
×
横

151
粍
、
青
色
表
紙
。
活
版
楮
紙
袋
綴
。
墨
付
全
73
葉
。
版
心
は
「
祝
詞

初
学
」
。
奥
付
で
は
「
坂4

正
臣
」
名
。
巻
首
に
木
頓
嘉
平
刻
の
「
権
大
教
正
権
田
直
助
」

の
「
は
し
が
き
」
（
二
葉
）
、
活
版
に
よ
る
「
凡
例
」
（
五
葉
）
を
備
う
。

　
　

○
歳
旦　
　

○
元
始
祭　
　

○
紀
元
節
付
神
武
天
皇
祭
遥
拝

　
　

○
祈
念
祭
付
御
年
神
祭
。
風
神
祭
。
除
蝗
祭　
　

○
道
饗
祭　
　

○
鎮
火
祭　

〈図版М〉

『祝詞宇比麻那毘』表紙
〈図版Ｌ〉

『女鑑』表紙
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○
神
嘗
祭
遥
拝　
　

○
新
嘗
祭　
　

○
大
祓

　

上
巻
で
は
以
上
に
就
い
て
、
ま
ず
祝
詞
作
文
に
使
用
可
能
な
語
の
簡
単
な
説
明
を
為
し
、
次
い
で
例
文
を
掲
げ
る
。

　
　

⒀
『
増訂
女
子
手
紙
文
』
（
一
冊
）

　

本
書
は
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
十
二
月
に
第
十
五
版
と
し
て
大
倉
書
店
（
東
京
日
本
橋
区
）
よ
り
発
行
さ
れ
た
（
初
版
は
明

治
三
十
二
年
）
小
野
鵞
堂
の
女
子
手
紙
文
例
集
で
あ
る
。

　

縦
227
粍
×
横

154
粍
、
総
頁

142
。
和
装
本
。
内
題
は
『
増訂
女
子
手
紙
文
』
で
あ
る
が
、
表
紙
題
箋
に
は
『
増訂
女
子
手
紙
の
文　

完
』
と
す
る
。

　

こ
の
巻
首
に
配
さ
れ
た
「
皇
后
陛
下
御
製
金
剛
石
歌
」
の
染
筆
者
は

　
　

臣
大
江
正
臣
謹
書

と
あ
る
。
「
大
江
正
臣
」
は
阪
正
臣
が
こ
と
。
こ
の
大
倉
書
店
か
ら
は
正
臣
は
関
根
正

直
編
輯
・
阪
正
臣
書
な
る
か
た
ち
で
、
数
種
の
文
例
集
を
出
し
て
い
る
。

　

因
み
に
、
小
野
鵞
堂
（
文
久
二
年
～
大
正
十
一
年
）
は
華
族
女
学
校
教
授
と
し
て
教

壇
に
立
ち
阪
正
臣
と
十
年
間
程
机

を
並
べ
た
。
や
が
て
和
様
書
道
研

究
を
目
的
に
「
難
波
津
会
」
を
創

設
。
こ
こ
に
集
っ
て
い
た
の
は
大

口
鯛
二
・
尾
上
柴
舟
・
田
中
親
美
・

多
田
親
愛
・
阪
正
臣
等
で
あ
っ
た
。

〈図版Ｎ─ 1〉

表表紙

〈図版Ｎ─ 2〉

見開き部分
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⒁
『
書
法

詳
解
実
用
女
子
書
翰
文
』
（
一
冊
）

　

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
帝
国
講
学
会
か
ら
発
行
さ
れ
た
本
書
は
、
武
島
羽

衣
（
又
次
郎
）
著
、
中
村
春
堂
（
梅
太
郎
）
書
、
全

161
頁
。
縦

230
粍
×
横

154
粍
、

石
版
和
装
。
紺
色
表
紙
中
央
に
題
箋
貼
。
「
書
法
詳
解
シ
リ
ー
ズ
」
中
の
一
冊
。

　

巻
首
に
明
治
天
皇
御
製
（
色
紙
型
）

　
　

こ
と
の
は
の
う
へ
に
に
ほ
ひ
て
ゆ
か
し
き
は　

ひ
と
の
こ
ゝ
ろ
の
は
な
に
そ

　
　

あ
り
け
る

と
、
さ
ら
に
「
清
少
納
言
の
文
」
な
る
一
文

を
「
御
歌
所
寄
人　

坂
正
臣
書
」
と
記
し
て

載
す
。

　
　

⒂
『
新定
女
子
習
字
帖
（
巻
一
）
』
（
全
五
冊
）

　

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
九
月
、
関
根
正
直
校
閲
・
阪
正
臣
書
の
か
た
ち
に
て
積
善
館
編
輯
所
編
纂
で
大
阪
・
東
京
株
式

会
社

積
善
館
か
ら

発
行
さ
れ
た
。
印
刷
は
大
阪
市
西
区
の
北
村
一
郎
。
縦

218
粍
×
横
74
粍
、
施
風
葉
。

表
紙
中
央
に
貼
題
箋
。

〈図版О─ 1〉

『書法詳解実用女子書翰文
之部』表紙

〈図版О─ 2・3〉

正臣筆御製と清女の文
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前
に
資
料
と
し
て
紹
介
し
た

（
『
立
命
館
文
学
』
）
同
名
の
も
の

（
冨
山
房
版
）
は
『
新
定
女
子
習

字
帖
』
（
全
四
巻
）
で
こ
の
度
紹

介
は
「
新
定
」
語
が
角
書
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
当
該
積
善
館
版

は
後
年
に
付
録
と
て
黒
柳
勲
の
ペ

ン
字
手
本
を
備
う
。
す
な
わ
ち
、

阪
正
臣
の
『
女
子
習
字
帖
』
に
は

冨
山
房
版
と
積
善
館
版
の
二
種
が

存
し
、
こ
こ
に
紹
介
は
積
善
館
版

で
あ
る
。

〈図版О─ 1〉

表紙
〈図版О─ 2〉

内表紙
〈図版О─ 3〉

阪正臣筆内容部分

〈図版О─ 4〉

落款
〈図版О─ 5〉

刊記
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⒃
『
阪
正
臣
四
季
歌
帖
』
（
一
冊
）

　

縦
260
粍
×
横

186
粍
、
全
10
丁
の
コ
ロ
タ
イ
プ
版
和
装
本
。
編
輯
兼
発
行
者
は
下
中
弥

三
郎
、発
行
所
は
平
凡
社
。
昭
和
十
五
年
（
一
九
三
五
）
五
月
に
発
行
さ
れ
た
本
書
は
、

平
凡
社
の
『
和
様
手
本
大
成
』
第
十
六
巻
で
あ
る
。

　

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
五
月
に
「
茅
田
老
人
」
号
に
て

　
　

夏
の
夜
は
（
古
今
一
六
六
）　　
　

わ
か
せ
こ
の
（
古
今
一
七
一
）

　
　

契
り
け
む
（
古
今
一
七
八
）　　
　

木
の
間
よ
り
（
古
今
一
七
八
）

　
　

さ
よ
中
を
（
古
今
一
九
二
）　　
　

萩
か
花
（
古
今
二
二
四
）

　
　

み
や
ま
よ
り
（
古
今
三
一
〇
）　　

ゆ
ふ
さ
れ
は
（
古
今
三
一
七
）

　
　

梅
の
花
（
古
今
三
三
四
）　　
　
　

あ
ら
た
ま
の
（
古
今
三
三
九
）

　
　

昨
日
と
い
ひ
（
古
今
三
四
一
）

と
『
古
今
集
』
集
歌
十
一
首
を
染
筆
し
た
阪
正
臣
で
あ
る
が
、
晩
年
の
多
忙
さ
の
故
か
病
を
得
、
為
に
出
版
は
延
引
、
さ
ら
に
昭
和
六
年

八
月
に
黄
泉
国
へ
と
旅
発
っ
た
。
本
書
は
没
後
の
出
版
と
な
っ
た
。

　
　

⒄
『
臨
野
蹟
』
（
一
帖
）

　

縦
277
粍
×
横
90
粍
の
法
帖
仕
立
、二
十
九
折
。
栗
表
紙
に
書
題
箋
。
書
名
に
知
ら
れ
る
如
く
、小
野
道
風
を
伝
称
筆
者
と
す
る
『
秋
萩
帖
』

の
歌
（
二
番
～
十
番
）
九
首
を
、
阪
正
臣
が
臨
摸
し
た
手
沢
本
。
た
だ
し
、
本
品
が
何
時
如
何
な
る
事
情
に
依
り
書
写
さ
れ
た
る
も
の
か

は
不
明
。
無
落
款
な
る
故
確
定
は
出
来
な
い
が
、
正
臣
の
筆
と
考
え
ら
れ
る
故
こ
こ
に
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

〈図版Ｐ─ 1〉

『阪正臣四季歌帖』表紙
〈図版Ｐ─ 2〉

落款部分
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恐
ら
く
は
石
版
摺
の
版
下
と
考
え
ら
れ
る
が
、
印
刷
方
法
の
変
化
の
中
で
取
り
残
さ

れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

⒅
『
明
治
大
帝
画
譜　
付
御
逸
事
集
』
（
一
冊
）

　

明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
七
月
三
十
日
、
明
治
大
帝
は
崩
御
な
さ
れ
、
即
日
嘉

仁
親
王
が
践
祚
、
「
大
正
」
と
改
元
さ
れ
た
。
そ
し
て
大
正
元
年
八
月
十
一
日
に
本
書
は

発
行
、
同
年
八
月
十
七
日
は
第
四
版
の
発
行
と
な
っ
た
。
編
輯
人
兼
発
行
者
は
杉
謙
二
、

発
行
所
は
至
誠
社
出
版
部
。

　

縦
224
粍
×
横

150
粍
、
総
頁
数

177
、
活
版
洋
装
、
二
段
組
。
61
点
の
画
譜
と

140
名
を
越

す
人
々
が
語
る
明
治
大
帝
の
御
逸
事
と
か
ら
な
る
。
洋
布
金
文
字
入
表
紙
、
定
価
80
銭
。

　
「
御
歌
所
主
事
坂

（
マ
ヽ
）

正
臣
氏
談
」
と
て
「
御
歌
道
の
御
嗜
み
は
先
々
帝
御
遺
訓
」
な
る
一
文

が
載
る
（

143
頁
下
段
～

144
頁
下
段
）
。

歌
聖
と
仰
が
れ
る
明
治
大
帝
の
御
歌

の
道
が
、
孝
明
天
王
の
御
導
き
に
依

る
も
の
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

文
、
『
全
集
』
に
は
未
載
。

〈図版Ｑ〉

『臨野蹟』表紙と巻首歌（部分）

〈図版Ｒ〉

『明治大帝画譜』表紙
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⒆
『
明
治
大
帝
』
（
『
キ
ン
グ
』
誌
十
一
月
号
、
第
三
巻
第
十
一
号
附
録
）

　

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）

十
一
月
一
日
付
に
て
編
輯

兼
発
行
人
を
長
谷
川
卓
郎

と
す
る
明
治
大
帝
を
偲
ふ

一
冊
（
八
二
八
頁
）
が
野

間
清
治
の
大
日
本
雄
弁
会

講
談
社
か
ら
出
版
さ
れ

た
。

　

多
田
北
鳥
装
幀
の
本
書

は
、
縦

191
粍
×
横

132
粍
の

四
六
判
、
活
版
洋
装
本
、

函
入
。

　

御
歌
所
寄
人
阪
正
臣

は
、
本
書
に
扉
文
字
「
明

治
大
帝
」
を
書
し
、
明
治
大
帝
皇
女
昌
子
・
房
子
・
聰
子
三
内
親
王
の
御
歌
拝
写
、

「
君
臣
水
魚
」
題
の
偲
ふ
文
、
を
寄
せ
て
い
る
。

　
「
君
臣
水
魚
」
文
に
は
、
大
帝
と
歌
と
臣
下
の
結
び
付
き
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

〈図版Ｓ─ 1〉

『明治大帝』表表紙
〈図版Ｓ─ 2〉

『明治大帝』扉部分　
阪正臣筆

〈図版Ｓ─ 3〉

『明治大帝』口絵　3内親王の短尺、正臣筆

〈図版Ｓ─ 4〉

『明治大帝』所載の

阪正臣顔写真
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御
所
に
お
け
る
堂
上
流
の
御
歌
が
景
樹
風
へ
転
じ
た
こ
と
、京
都
に
お
け
る
歌
会
向
陽
会
へ
の
大
帝
の
御
期
待
、御
歌
所
で
は
聖
上
の
を
「
金

烏
」
皇
后
の
を
「
玉
兎
」
と
申
し
上
げ
る
こ
と
、
教
育
勅
語
中
の
語
句
を
唱
歌
と
し
て
学
習
院
で
歌
わ
せ
た
こ
と
、
等
が
述
べ
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
正
臣
作
詞
の
当
該
歌
は
『
全
集
』
に
は
な
い
。

　
　

⒇
参
考
資
料
『
進
講
筆
記
』
（
一
冊
）

　

縦
196
粍
×
横

136
粍
、
活
版
和
装
、
総
七
葉
。
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
四
月
発

行
、
編
輯
者
大
口
鯛
二
、
発
行
兼
印
刷
者
吉
川
半
七
。

　

本
小
冊
は
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
一
月
六
日
に
高
崎
正
風
（
当
時
四
十
八
歳
）

が
御
講
書
始
に
『
古
今
集
』
の
仮
名
序
の
精
神
的
意
義
を
御
進
講
し
た
が
、
そ
の
内
容

の
再
講
を
纏
め
た
も
の
。

　

巻
尾
に
正
風
門
の
香
川
景
敏
（
香
川
景
樹
の
孫
、
明
治
二
十
年
歿
）
が
、

　
　

こ
は
吾
師

明
治
十
六
年
一
月
六
日
御
講
書
始
に
進
講
し
た
ま
ひ
け
る
を

両
陛
下
ふ
か
く
叡
感
ま
し
〳
〵
け
る
よ
し
を
御
か
た
は
ら
に
侍
ら
ひ
て
陪
聴
せ
し
お
も
と
人
た
ち
よ
り
伝
へ
う
け
た
ま
は
り
か
ゝ
る

金
玉
の
説
を
世
に
残
し
お
か
ぬ
も
く
ち
を
し
き
わ
ざ
な
れ
ば
師
に
こ
ひ
て
再
講
を
煩
は
し
筆
記
し
お
く
も
の
な
ら
し

（
・
漢
字
を
現
在
通
行
字
体
に
改
め
た
。

）

・
闕
字
部
分
は
マ
ヽ
で
あ
る
。

と
記
し
て
い
る
。
御
歌
所
を
確
立
し
、
阪
正
臣
を
強
く
導
い
た
高
崎
正
風
の
歌
に
対
す
る
考
え
方
を
示
す
も
の
と
し
て
、
参
考
資
料
と
す
。

〈図版Ｔ〉

参考資料『進講筆記』表紙
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た
だ
し
、
こ
こ
で
は
一
冊
本
と
し
て
印
行
さ
れ
た
も
の
を
掲
げ
た
が
、
当
該
『
進
講
筆
記
』
の
内
容
は
、
佐
々
木
信
綱
編
『
明
治
名
家
家

集
（
下
）
』
（
『
続
日
本
歌
学
全
書
』
第
十
二
編
、
明
治
三
十
三
年
、
博
文
館
）
に
収
め
ら
れ
て
あ
る
。

　
　

お
わ
り
に

　

與
謝
野
鉄
幹
の
第
一
歌
集
『
東
西
南
北
』
（
明
治
二
十
九
年
明
治
書
院
）
に
、
落
合
直
文
や
森
鷗
外
等
と
共
に
阪
正
臣
も
序
文
を
寄
せ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
序
文
は
正
臣
の
『
樅
屋
全
集
』
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
『
全
集
』
は
彼
の
作
品
の
全
て
を
収
録
し
て
い
る

訳
で
は
な
く
、
阪
正
臣
の
全
貌
を
『
全
集
』
あ
る
い
は
『
三
拙
集
』
か
ら
得
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
阪
正
臣
を
考
え
よ

う
と
す
る
時
に
は
作
品
の
拾
遺
作
業
が
必
要
と
な
る
。

　

か
く
し
て
始
め
た
八
木
偶
会
の
資
料
に
限
定
し
て
の
紹
介
も
三
度
と
な
っ
た
。

○
拙
稿
「
阪
正
臣
研
究
（
承
前
）
│
『
樅
屋
全
集
』
拾
遺
補
正
│
」
（
『
立
命
館
文
学
』
誌
第
六
三
〇
号
、
二
〇
一
三
年
二
月
）

○
拙
稿
「
阪
正
臣
作
品
の
研
究
│
資
料
整
理
札
│
」
（
『
平
成
二
十
四
年
度
皇
學
館
大
学
佐
川
記
念
神
道
博
物
館
館
報
』
誌
第
二
十
四
号
、

平
成
二
十
六
年
三
月
）

と
、
本
稿
、
合
わ
せ
て
計
五
十
九
点
で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
で
阪
正
臣
関
係
の
資
料
の
全
て
が
整
っ
た
訳
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
言

え
ば
、
小
泉
苳
三
氏
の
大
著
『
明
治
大
正
短
歌
資
料
大
成
』
（
Ｉ
│
明
治
歌
論
資
料
大
成
・
Ⅱ
│
明
治
大
正
歌
書
綜
覧
・
Ⅲ
│
明
治
大
正
短

歌
大
年
表
。
昭
和
五
十
年
七
月
、鳳
出
版
）
を
見
れ
ば
明
白
な
こ
と
で
あ
る
。
一
連
の
本
稿
で
採
り
上
げ
て
い
な
い
集
は
幾
つ
も
存
在
す
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
小
泉
著
で
も
網
羅
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
や
は
り
更
な
る
積
み
重
ね
が
求
め
ら
れ
る
。
就
中
、
習
字
手
本
等
は

リ
ス
ト
も
定
か
に
な
い
の
で
あ
る
。

（
本
学
名
誉
教
授
）


